
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画像の映像情報を編集するための所要の編集制御情報を選択指示することにより表示
手段に表示された所要の動画像の映像について各編集点の項目の設定をする動画像編集方
法

動画像編集方法において、
　前記編集制御情報とともに 項目毎に前記所定の優先順位

スイッチからなる編集制御情報を編集制御手段で生成し、前記表示手段に表示
し、
　前記スイッチで前記所定の優先順位

前記表示手段に表示された所要の動
画像の映像情報について 項目の設
定をすることができることを特徴とする動画像編集方法。
【請求項２】
　請求項１記載のものにおいて、前記スイッチ 示により

項目以外は
変更することができることを特徴とする動画像編集方法。

【請求項３】
　請求項１または２記載のものにおいて 項目 集の起点と終点

ことを特徴とする動画像編集方法。
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であって、前記各編集点の項目に所定の優先順位を付け、変更された編集点の項目に連
動して優先順位の低い編集点の項目の値を変更する

、前記編集点の から外すか否か
を選択する

から外す編集点の項目が選択された場合に、選択さ
れた編集点の項目の値は変更せずに固定され、かつ、

変更された編集点の項目と連動して変更させる編集点の

の指 前記所定の優先順位を外すこ
とが選択された編集点の 、変更された編集点と連動して優先順位の低い編集点
の項目の値を

、前記編集点の が編 とを含ん
でいる



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、テレビジョン放送番組やビデオ番組などの番組制作に使用する編集装置、特に
、映像データと音声データとからなる映像情報を記録再生するランダムアクセスが可能な
映像記録再生装置を有する動画像編集装置を使用した動画像編集における編集点（Ｉｎ点
：編集する動画像の起点、Ｏｕｔ点：編集する動画像の終点、インタバル：Ｉｎ点からＯ
ｕｔ点までの時間長）を効率よく決定することができる動画像編集方法に関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】
テレビジョン放送番組制作設備やビデオ番組制作設備に、各種機能の制御をするコンピュ
ータを使用することにより高機能化を図ることが進展しており、番組制作においては、映
像、音声をディジタル処理し、データを記録する記録媒体としてハードディスクを使用す
るランダムアクセスが可能な映像記録再生装置と、編集制御用のコンピュータとを備えた
動画像編集装置が使用され、この動画像編集装置に適合した映像編集方法が使用されてい
る。
このような記録媒体としてハードディスクを使用する動画像編集装置では、コンピュータ
で各種編集機能を制御しており、映像データと音声データとからなる動画像の映像情報の
編集において、コンピュータに接続したディスプレイ上に、ソフトウエアの働きによる、
編集する動画像の映像情報や編集装置の操作ボタン、編集データ表示欄等の所要の編集制
御情報のウィンドウを表示し操作する動画像編集方法が使用される。
【０００３】
ハードディスクを使用した映像記録再生装置と編集制御用コンピュータとを備えた動画像
編集装置の一般的な構成例を図２に示す。
図２において、２０１は、動画像の映像と音声の情報源、例えばビデオテープレコーダ（
図示していない）から入力される映像データと音声データとからなる映像情報を記録媒体
としてハードディスクに記憶し再生する映像記録再生装置、２０２は、映像記録再生装置
２０１で再生する映像信号をモニタするためのビデオモニタ、２０３は、動画像の映像情
報を編集するために映像記録再生装置の再生の制御および動画像の映像情報を編集するた
めの編集点の設定に使用する編集制御情報を出力するとともに映像情報の編集点の編集デ
ータを記憶する編集制御用コンピュータを示す。なお、編集制御用コンピュータ２０３の
周辺装置として、２０４はコンピュータ用ディスプレイ、２０５はキーボード、２０６は
マウスを示す。
【０００４】
一般に、編集制御用コンピュータを備えた動画像編集装置は、所要の動画像編集方法を実
行するためのソフトウエアの働きにより編集制御用コンピュータを制御し、コンピュータ
用ディスプレイ２０４上に、編集するためにモニタする動画像の映像や編集装置の各操作
ボタン、編集データ表示欄等の所要の編集制御情報のウィンドウを設けた操作パネルを表
示させ動画像編集を行なう。
このディスプレイ２０４上に表示される操作パネル上の操作ボタン、編集データ表示欄等
は、実際のハードウエアの操作ボタン、編集データ表示欄等の機能を代替するため、操作
パネル上で、キーボード２０５やマウス２０６の操作を組み合わせ操作することで、編集
操作を行なうことができる。
編集操作における、例えば押しボタンを押す操作は、マウス２０６を使用してディスプレ
イ２０４上に表示された押しボタン上にポインタを重ね合わせ、マウス２０６に付属して
いるスイッチを押す操作をする（以下、マウスのスイッチを押す操作をクリックと記す）
ことで実現できる。
その他に、ディスプレイ２０４上の押しボタンがキーボード２０５の特定のキーに割り当
てられているので、このキーボード２０５の特定のキーを押す操作をすることにより、デ
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ィスプレイ２０４上の押しボタンが押されたと判断される。
【０００５】
動画像の映像情報の編集点を決定する操作を行なうときに使用されるコンピュータ用ディ
スプレイの表示画面の例を図３に示す。
ディスプレイ２０４の画面上には操作パネル３０が表示されており、この操作パネル３０
上の映像再生ウィンドウ３０１（図には映像の記載がないが、再生中は映像が表示される
）では、映像記録再生装置２０１から再生される動画像の映像をモニタすることができる
。
また、操作パネル３０上の再生、早送り、巻戻し等の操作ボタン群３０２は、映像記録再
生装置２０１の操作用ボタンであり、例えば映像記録再生装置２０１に記憶した映像を再
生させる場合は、マウス２０６でポインタを再生ボタン３０３に重ね合わせクリックする
と、映像記録再生装置２０１から再生された動画像の映像が映像再生ウィンドウ３０１に
表示され、タイムコード表示欄３０４に再生されている映像の記録媒体上のタイムコード
が表示される。
【０００６】
つぎに、映像情報の編集点を決定する方法の手順例を、さらに、図４も使用して説明する
が、この映像の編集点を決定する方法には、主に２通りの方法がある。
第１の方法は、映像記録再生装置２０１から再生され、映像再生ウィンドウ３０１で表示
されている映像をモニタしながら編集したい所要の場面（位置）を探し、所要の場面を決
定し、その所要の場面に対応する映像情報のタイムコードを記憶する方法であり、第２の
方法は、キーボード２０５から、あらかじめ分かっている所要の場面に対応する映像情報
のタイムコードを入力し（場合によっては、入力したタイムコードの再生映像を確認し）
、そのタイムコードを記憶する方法である。
【０００７】
第１の方法により映像情報の編集点を決定する場合、すなわち、コンピュータ用ディスプ
レイ２０４上の映像再生ウィンドウ３０１で表示されている再生映像をモニタしながら編
集したい所要の場面を探し、編集点を決定する場合を説明する。
最初に、マウス２０６を使用して画面上に表示されているポインタを映像記録再生装置２
０１の操作ボタン群３０２の再生ボタン３０３に重ね合わせクリックして映像記録再生装
置２０１を再生状態とし、ディスプレイ２０４に表示されている操作パネル３０の映像再
生ウィンドウ３０１に編集したい動画像の再生映像を表示させる。
映像再生ウィンドウ３０１に表示されている動画像の再生映像をモニタしながら、編集す
る動画像の起点（Ｉｎ点）としたい所要の映像が再生されたならば、マウス２０６でポイ
ンタをポーズボタン３０５に重ね合わせクリックすると、再生が休止し、映像再生ウィン
ドウ３０１に表示されている再生映像がポーズ状態となる。
このポーズ状態において、さらに、マウス２０６でポインタを、１フレーム単位で映像の
コマ送りができる、コマ送り再生ボタン３０６、コマ送り逆再生ボタン３０７、シャトル
機能用スライダー３０８に重ね合わせクリックして、再生映像をコマ送り等で送り、Ｉｎ
点としたい正確な位置を決定する。
【０００８】
Ｉｎ点の位置が決定されたならば、Ｉｎ点設定ボタン（ Mark　 In）３０９にマウス２０６
でポインタを重ね合わせクリックすると、タイムコード表示欄３０４に表示されているタ
イムコードがＩｎ点として設定され、Ｉｎ点表示欄３１０にタイムコード表示欄３０４の
タイムコードがコピーされ表示され、１つのＩｎ点の設定が終了する。（図４、ステップ
４０１参照）
つぎに、再び再生ボタン３０３にマウス２０６でポインタを重ね合わせクリックして映像
記録再生装置２０１を再生状態とし、コンピュータ用ディスプレイ２０４に表示されてい
る操作パネル３０の映像再生ウィンドウ３０１に動画像の再生映像を表示させ、編集する
動画像の終点（Ｏｕｔ点）の設定を行なう。
映像再生ウィンドウ３０１に表示されている再生映像をモニタしながら、編集点のＯｕｔ
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点としたい所要の映像が再生されたならば、マウス２０６でポインタをポーズボタン３０
５に重ね合わせクリックすると、再生が休止し、映像再生ウィンドウ３０１に表示されて
いる再生映像はポーズ状態となる。
このポーズ状態において、さらに、マウス２０６でポインタを、１フレーム単位で映像の
コマ送りができる、コマ送り再生ボタン３０６、コマ送り逆再生ボタン３０７、シャトル
機能用スライダー３０８に重ね合わせクリックして、再生映像をコマ送り等で送り、正確
なＯｕｔ点の位置を決定する。
【０００９】
Ｏｕｔ点の位置が決定されたならば、Ｏｕｔ点設定ボタン（ Mark　 Out ）３１１にマウス
２０６でポインタを重ね合わせクリックすると、タイムコード表示欄３０４に表示されて
いるタイムコードがＯｕｔ点として設定され、Ｏｕｔ点表示欄３１２にタイムコード表示
欄３０４のタイムコードがコピーされ表示され、１つのＯｕｔ点の設定が終了する。（図
４、ステップ４０２参照）
前述のような作業で、編集点のＩｎ点、Ｏｕｔ点が設定されると、Ｉｎ点からＯｕｔ点ま
での時間長、つまり編集した動画像の時間長であるインタバル（デュレーションとも言わ
れている）が編集制御用コンピュータ２０３で自動的に算出され、インタバル表示欄３１
３に表示され、１つのインタバルの設定が終了する。（図４、ステップ４０３参照）
【００１０】
第２の方法により映像の編集点を決定する場合、すなわち、Ｉｎ点、Ｏｕｔ点、インタバ
ルの中の設定したい項目の表示欄に、マウス２０６のポインタを重ね合わせ、キーボード
２０５よりタイムコードを入力し編集点を決定する場合を説明する。
例えば、Ｉｎ点を設定したい場合は、Ｉｎ点表示欄３１０にマウス２０６のポインタを重
ね合わせて、Ｉｎ点として設定したい動画像の所要の場面に対応する映像情報のタイムコ
ードをキーボード２０５から入力する。
この第２の方法は、第１の方法では直接に設定できなかった項目であるインタバルを、キ
ーボード２０５から直接入力し設定することができる。
【００１１】
また、映像情報の編集点の設定において、Ｉｎ点の設定は、動画像の再生映像を映像再生
ウィンドウ３０１でモニタしながら所要の場面を決定して、その所要の場面に対応する映
像情報のタイムコードをＩｎ点表示欄３１０に設定記憶し、Ｏｕｔ点の設定は、キーボー
ド２０５より動画像の所要の場面に対応する映像情報のタイムコードを直接入力し編集点
を決定するという第１の方法、第２の方法を併用し設定することもできる。
いずれにしても、編集点のＩｎ点、Ｏｕｔ点およびインタバルの関係は、Ｉｎ点からＯｕ
ｔ点までの時間長がインタバルであるという式が成立するので、３つの項目のうち、２つ
の項目を設定すると、残りの一つの項目は編集制御用コンピュータ２０３で自動的に算出
され設定される。
したがって、編集点を決定するために、必ずしもＩｎ点とＯｕｔ点とを設定しなくても、
例えばＩｎ点とインタバルとを決定すると、Ｏｕｔ点をコンピュータ２０３が自動的に算
出して設定する。
【００１２】
また、Ｉｎ点、Ｏｕｔ点、インタバルの３つの項目が全部設定されている場合に、いずれ
か１つの項目を設定し直すと、設定し直した項目以外の２項目の中から、図５に示す優先
順序（１．設定したＩｎ点５０１、２．設定したＯｕｔ点５０２、３．インタバル５０３
、４．自動設定されたＩｎ点５０４、５．自動設定されたＯｕｔ点５０５）で、下位にあ
たる方の項目が編集制御用コンピュータ２０３により自動修正される。
例えば、編集点の決定においてＩｎ点、Ｏｕｔ点の値を設定し、コンピュータ２０３がイ
ンタバルの値を自動設定したような場合は、Ｉｎ点は設定したＩｎ点５０１、Ｏｕｔ点は
設定したＯｕｔ点５０２、インタバルはインタバル５０３に対応しており、ここで、例え
ばインタバルの値を３フレーム大きい値に変更すると、設定したＯｕｔ点５０２は設定し
たＩｎ点５０１より優先順位が低いので、Ｉｎ点は設定したそのままで、Ｏｕｔ点が３フ
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レーム大きい値に自動的に変更される。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
従来技術による動画像編集方法では、編集点の項目のＩｎ点、Ｏｕｔ点、インタバルがす
でに設定されているときに、ある項目を変更すると、優先順位の低い項目が自動的に連動
して変更されるようになっており、例えば、Ｉｎ点の値を変更するとＯｕｔ点、あるいは
インタバルの値が自動変更されるが、どちらの値が変更されるかは、あらかじめ優先順位
が定められた場合にはその定められた優先順位に依存する。
したがって、前述の優先順位に依存することによっては、編集点の変更において変更させ
たくない項目がある場合は、変更を行なう前に、変更させたくない項目の値を控えておい
てから、例えばＩｎ点を変更し、自動的に項目の値が変更された後に、控えた値を入力し
直さなくてはならない。
このように、必要とする編集点変更項目の順位が、動画像編集装置が持つ優先順位と不一
致な場合は、一度設定した項目の値を再び入力し直さなければならないといった問題があ
った。
本発明は、前記問題を解決し、自動的に編集点の設定を行なう項目と、設定された編集点
の値を保持し自動的に編集点の設定を行なわない項目とを選択指示する手段を設け、この
選択手段を利用して、効率的な編集点の設定を行なうことができる動画像編集方法を提供
することを目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
前記問題を解決するために、本発明の動画像編集方法は、動画像の映像情報を記録再生す
る映像記録再生手段と、該映像記録再生手段に記録された動画像の映像情報を編集するた
めに前記映像記録再生手段から動画像の映像情報を再生する制御および動画像の映像情報
を編集するためのＩｎ点、Ｏｕｔ点、インタバルの項目からなる編集点の設定に使用され
るデータ表示欄、スイッチなどの編集制御情報の生成と、設定された各編集点の項目の編
集データの記憶を行なう編集制御手段と、該編集制御手段から出力される動画像の映像と
Ｉｎ点、Ｏｕｔ点、インタバルの項目からなる編集点の設定に使用するデータ表示欄、ス
イッチなどの編集制御情報と設定された各編集点の項目の編集データとを表示する表示手
段とを有する動画像編集装置に使用する動画像編集方法であって、前記表示手段に表示さ
れたＩｎ点、Ｏｕｔ点、インタバルの項目からなる編集点の設定に使用するデータ表示欄
、スイッチなどの編集制御情報の所要の編集制御情報を選択指示することにより前記表示
手段に表示された所要の動画像の映像について各編集点の項目の設定をする動画像編集方
法において、Ｉｎ点、Ｏｕｔ点、インタバルの項目からなる編集点の設定に使用するデー
タ表示欄、スイッチなどの編集制御情報とともに、前記表示手段に表示されている各編集
点の項目のデータ表示欄の編集データの値を保持するように選択指示をすることができる
各編集点の項目に対応したスイッチからなる編集制御情報を前記編集制御手段で生成し、
前記表示手段に表示し、設定され表示されている所要の動画像の映像情報のＩｎ点、Ｏｕ
ｔ点、インタバルの項目からなる編集点の編集データの値を保持するように前記各編集点
の項目に対応したスイッチを選択指示をすることにより前記表示手段に表示された所要の
動画像の映像情報について各編集点の項目の設定をすることができるものである。
【００１５】
また、さらに詳しくは、本発明の動画像編集方法は、表示手段に表示される編集制御情報
の中の各編集点の項目のデータ表示欄の編集データの値を保持するように選択指示をする
ことができる各編集点の項目に対応したスイッチは、各編集点の項目のいずれか１つの項
目に対応したスイッチのみをオン状態とすることができるものである。
また、本発明の動画像編集方法は、表示手段に表示される編集制御情報の中の各編集点の
項目のデータ表示欄の編集データの値を保持するように選択指示をすることができる各編
集点の項目に対応したスイッチは、各編集点の項目のいずれか１つの項目に対応したスイ
ッチをオン状態とし、つぎに、各編集点の項目の他のいずれか１つの項目に対応したスイ
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ッチをオン状態とした場合、後からオン状態としたスイッチのみをオン状態とすることが
できるものである。
【００１６】
【発明の実施の形態】
本発明の動画像編集方法により動画像の映像情報の編集点の設定を行なう説明をする。
本発明の動画像編集方法により動画像編集装置のディスプレイ上に表示される編集画面の
実施例を図１に示す。
なお、本発明の動画像編集方法を使用する動画像編集装置の構成は、図２に示し説明した
ハードディスクを使用したランダムアクセス可能な映像記録装置と編集制御用コンピュー
タを備えた動画像編集装置と同一構成であるので、動画像編集装置の説明を省略する。
図１において、映像情報の編集点を決定する作業を行なう操作パネル１０は、コンピュー
タ用ディスプレイ２０４の画面上に表示されており、操作パネル１０上の映像再生ウィン
ドウ１０６（図には映像の記載がないが、再生中は映像が表示される）では、映像記録再
生装置２０１から再生される動画像の映像をモニタすることができる。
また、操作パネル１０上には、映像記録再生装置２０１の再生、早送り、ポーズ等の操作
を行なう操作ボタン群１０８、映像再生ウィンドウ１０６に再生されている映像の記録媒
体上のタイムコードを表示するタイムコード表示欄１０７、編集点のＩｎ点のタイムコー
ドを表示するＩｎ点表示欄１０１、編集点のＩｎ点の設定を所定の優先順位から外し設定
することができるようにするＩｎ点固定用トグルボタン１０９、編集点のＯｕｔ点のタイ
ムコードを表示するＯｕｔ点表示欄１０２、編集点のＯｕｔ点の設定を所定の優先順位か
ら外し設定することができるようにするＯｕｔ点固定用トグルボタン１１０、編集点のＩ
ｎ点とＯｕｔ点との間の時間長を表示するインタバル表示欄１０３、インタバルの設定を
所定の優先順位から外し設定することができるようにするインタバル固定用トグルボタン
１１１、Ｉｎ点設定ボタン１０４、Ｏｕｔ点設定ボタン１０５等が配置されている。
【００１７】
動画像の映像情報の編集点を決定する方法は、従来技術と同様に、映像記録再生装置２０
１から再生され、映像再生ウィンドウ１０６で表示されている動画像の映像をモニタしな
がら編集したい所要の場面（位置）を探し、所要の場面の編集点を決定し、その所要の場
面の編集点のタイムコードを記憶する第１の方法と、キーボード２０５から、あらかじめ
分かっている所要の場面に対応する映像情報の編集点のタイムコードを入力し（場合によ
っては、入力したタイムコードによる再生映像を確認する）、そのタイムコードを記憶す
る第２の方法の２通りの方法で行なうことができ、さらに、本発明の動画像編集方法にお
いては、Ｉｎ点固定用トグルボタン１０９、Ｏｕｔ点固定用トグルボタン１１０、インタ
バル固定用トグルボタン１１１が設けられており、いずれかの固定用トグルボタンをオン
操作することで、編集点を設定したいずれかの項目の値が変更されたときに、自動的に算
出され設定される編集点の項目を選択することができる。
なお、Ｉｎ点固定用トグルボタン１０９、Ｏｕｔ点固定用トグルボタン１１０、インタバ
ル固定用トグルボタン１１１のいずれもがオフ状態の場合、設定したいずれかの編集点の
項目の値が変更されたときには、変更された編集点の項目以外の２項目が優先順位にした
がい自動的に連動して変更される項目の対象となる。
【００１８】
また、Ｉｎ点固定用トグルボタン１０９、Ｏｕｔ点固定用トグルボタン１１０、インタバ
ル固定用トグルボタン１１１がオン状態の場合、固定用トグルボタンがオンとなっている
編集点表示欄の値は、他の項目が変更されたときにも、固定用トグルボタンがオンとなっ
ている編集点の値を保持し続けるが、この場合、いずれかのトグルボタンがオン状態とな
れるのは最大１つである。
そのため、例えばＩｎ点固定用トグルボタン１０９がオン状態のときに、Ｏｕｔ点固定用
トグルボタン１１０をオン状態にすると、先に設定したＩｎ点固定用トグルボタン１０９
をオフ状態とするように、後からオン状態となった固定用トグルボタンが優先するように
構成されている。
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なお、各固定用トグルボタンのオフ状態は最大３つで、すべての固定用トグルボタンをオ
フ状態に設定することができる。
【００１９】
Ｉｎ点固定用トグルボタン１０９、Ｏｕｔ点固定用トグルボタン１１０、インタバル固定
用トグルボタン１１１を使用して映像情報の編集点を決定する方法について、さらに図６
も使用して説明する。
動画像の映像情報の編集点の決定を開始するときは、Ｉｎ点固定用トグルボタン１０９、
Ｏｕｔ点固定用トグルボタン１１０、インタバル固定用トグルボタン１１１のいずれもオ
フ状態であり、Ｉｎ点、Ｏｕｔ点、インタバルの３項目の編集点すべてが設定されていな
い状態である。（図６、ステップ６００参照）
マウス２０６を使用して、コンピュータ用ディスプレイ２０４に表示されている操作パネ
ル１０上で、ポインタを再生、早送り、巻き戻し等の操作ボタン群１０８の再生ボタン１
１３に重ね合わせクリックして映像記録装置２０１を再生状態とし、ディスプレイ２０４
に表示されている操作パネル１０の映像再生ウィンドウ１０６に編集する動画像の再生映
像を表示させる。
映像再生ウィンドウ１０６に表示されている動画像の再生映像をモニタしながら、編集す
る動画像の起点（Ｉｎ点）としたい所要の映像が再生されたならば、マウス２０６でポイ
ンタをポーズボタン１１４に重ね合わせクリックすると、再生が休止し、映像再生ウィン
ドウ１０６に表示されている再生映像がポーズ状態となる。
このポーズ状態において、さらに、マウス２０６でポインタを、１フレーム単位で映像の
コマ送りができる、コマ送り再生ボタン１１５、コマ送り逆再生ボタン１１６、シャトル
機能用スライダー１１２に重ね合わせクリックして、再生映像をコマ送り等で送り、Ｉｎ
点としたい正確な位置を決定する。
【００２０】
Ｉｎ点の位置が決定されたならば、Ｉｎ点設定ボタン（ Mark　 In）１０４にマウス２０６
でポインタを重ね合わせクリックすると、タイムコード表示欄１０７に表示されているタ
イムコードがＩｎ点として設定され、Ｉｎ点表示欄１０１にタイムコード表示欄１０７の
タイムコードがコピーされ表示され、１つのＩｎ点の設定が終了し、編集制御用コンピュ
ータ２０３に記憶される。（図６、ステップ６０１参照）
つぎに、再び再生ボタン１１３にマウス２０６でポインタを重ね合わせクリックして映像
記録再生装置２０１を再生状態とし、コンピュータ用ディスプレイ２０４に表示されてい
る操作パネル１０の映像再生ウィンドウ１０６に動画像の再生映像を表示させ、編集する
動画像の終点（Ｏｕｔ点）の設定を行なう。
映像再生ウィンドウ１０６に表示されている再生映像をモニタしながら、編集点のＯｕｔ
点としたい所要の映像が再生されたならば、マウス２０６でポインタをポーズボタン１１
４に重ね合わせクリックすると、再生が休止し、映像再生ウィンドウ１０６に表示されて
いる再生映像はポーズ状態となる。
このポーズ状態において、さらに、マウス２０６でポインタを、１フレーム単位で映像の
コマ送りができる、コマ送り再生ボタン１１５、コマ送り逆再生ボタン１１６、シャトル
機能用スライダー１１２に重ね合わせクリックして、再生映像をコマ送り等で送り、正確
なＯｕｔ点の位置を決定する。
【００２１】
Ｏｕｔ点の位置が決定されたならば、Ｏｕｔ点設定ボタン（ Mark　 Out ）１０５にマウス
２０６でポインタを重ね合わせクリックすると、タイムコード表示欄１０７に表示されて
いるタイムコードがＯｕｔ点として設定され、Ｏｕｔ点表示欄１０２にタイムコード表示
欄１０７のタイムコードがコピーされ表示され、１つのＯｕｔ点の設定が終了し、編集制
御用コンピュータ２０３に記憶される。（図６、ステップ６０１参照）
前述の編集操作により、編集点のＩｎ点、Ｏｕｔ点が設定されると、Ｉｎ点からＯｕｔ点
までの時間長、つまり編集した動画像の時間長であるインタバルが編集制御用コンピュー
タ２０３で自動的に算出され、インタバル表示欄１０３に表示され、１つのインタバルの
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設定が終了し、編集制御用コンピュータ２０３に記憶される。（図６、ステップ６０２参
照）
前述の編集操作を繰り返すことにより、所要の番組の編集を行なうことができる。
【００２２】
前述の編集操作により編集点のＩｎ点、Ｏｕｔ点、インタバルが設定された後に、例えば
、Ｉｎ点を変更して（図６、ステップ６０３参照）、Ｏｕｔ点はそのまま保持した編集を
したい場合は、Ｏｕｔ点固定用トグルボタン１１０にマウス２０６でポインタを重ね合わ
せクリックし、Ｏｕｔ点固定用トグルボタン１１０をオン状態とする。（図６、ステップ
６０４、６０５参照）
ここで、Ｉｎ点の変更は、例えばＩｎ点の値を３フレーム大きく変更するものとする。
Ｉｎ点表示欄１０１にマウス２０６でポインタ重ね合わせ、キーボード２０５から３フレ
ーム大きいＩｎ点の値を入力する。（図６、ステップ６０６参照）
Ｏｕｔ点固定用トグルボタン１１０がオン状態であり、Ｏｕｔ点の値が固定されているの
で、Ｉｎ点の値が３フレーム大きい値に変更されると、残りの項目であるインタバルが自
動的に算出され、インタバル表示欄１０３の値が３フレーム小さい値に変更設定される。
（図６、ステップ６０８参照）
【００２３】
また、編集点のＩｎ点、Ｏｕｔ点、インタバルが設定された後に、例えば、Ｉｎ点を変更
して、インタバルはそのまま保持した編集をしたい場合は、インタバル固定用トグルボタ
ン１１１にマウス２０６でポインタを重ね合わせクリックし、インタバル固定用トグルボ
タン１１１をオン状態とする。（図６、ステップ６０４、６０５参照）
ここで、Ｉｎ点の変更は、例えばＩｎ点の値を３フレーム大きく変更するものとすると、
Ｉｎ点表示欄１０１にマウス２０６でポインタ重ね合わせ、キーボード２０５から３フレ
ーム大きいＩｎ点の値を入力する。（図６、ステップ６０６参照）
インタバル固定用トグルボタン１１１がオン状態であり、インタバルの値が固定されてい
るので、Ｉｎ点の値が３フレーム大きい値に変更されると、残りの項目であるＯｕｔ点が
自動的に算出され、Ｏｕｔ点表示欄１０２の値が３フレーム大きい値に変更設定される。
（図６、ステップ６０８参照）
編集操作により編集点のＩｎ点、Ｏｕｔ点、インタバルが設定された後に、編集点の変更
がある場合に、固定用トグルボタンをオン状態にしないと、すなわち、すべての固定用ト
グルボタンがオフ状態であるときは、所定の優先順序で連動して編集点が変更される。（
図６、ステップ６０９参照）
なお、固定用トグルボタンがオン状態となっている項目は、編集点が設定されている値を
保持するので、キーボード２０５から所要の値を設定できないようにプログラムされてい
る。
【００２４】
上述の実施例の説明では、編集点の設定の値を自動的に設定されない項目、すなわち、編
集点の設定の値を保持しつづける項目を選択するものであるが、他の実施例として、上述
の実施例とは逆に、編集点の設定の値を自動的に設定する項目、すなわち、編集点の設定
の値を編集制御用コンピュータ２０３が算出して設定する項目を選択させる方法がある。
この方法は、固定用トグルボタンがオン状態となっている項目の編集点の設定を自動的に
設定させ、編集点のＩｎ点、Ｏｕｔ点、インタバルの３項目のうち、固定用トグルボタン
のいずれか一つの固定用トグルボタンが常にオン状態となり、すべてオフ状態となること
はない。
固定用トグルボタンがオン状態となっている項目は、上述の実施例と同様に、所要の値を
入力し設定できないようになっている。
例えば、Ｏｕｔ点固定用トグルボタン１１０がオン状態であれば、編集点のＯｕｔ点が自
動的に設定される。
本発明の動画像編集方法により、動画像の編集点の設定において、Ｉｎ点、Ｏｕｔ点、イ
ンタバルのうち変更させない項目を自由に選択設定できるので、ある項目を変更したため
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に、変更したくない項目が連動して自動変更されてしまうといった問題が発生しない。
例えば、Ｉｎ点を変更したときに、Ｏｕｔ点、あるいは、インタバルのどちらを変更させ
る対象とするか、編集点の設定の用途や目的に応じて選択することが可能となり、一度設
定した項目を再び入力し直す必要がなく、効率のよい編集点の設定が行えるようになる。
【００２５】
【発明の効果】
本発明によれば、自動的に編集点の設定を行なう項目と、設定された編集点の値を保持し
自動的に編集点の設定を行なわない項目とを選択指示する手段を設け、この選択手段を利
用して、効率的な編集点の設定を行なうことができる動画像編集方法を提供することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の動画像編集方法により動画像編集装置のディスプレイに表示される操作
パネル画面の表示例。
【図２】本発明による動画像編集方法を使用する動画像編集装置の構成例。
【図３】従来技術による動画像編集方法により動画像編集装置のディスプレイに表示され
る操作パネル画面の表示例。
【図４】編集点の設定をする一般的な順序を示すフローチャート。
【図５】編集点の設定の項目の優先順序を説明する図。
【図６】本発明の動画像編集方法により編集点の設定をする部分のフローチャート。
【符号の説明】
１０、３０…操作パネル、１０１、３１０…Ｉｎ点表示欄、１０２、３１２…Ｏｕｔ点表
示欄、１０３、３１３…インタバル表示欄、１０４、３０９…Ｉｎ点設定ボタン、１０５
、３１１…Ｏｕｔ点設定ボタン、１０６、３０１…映像再生ウィンドウ、１０７、３０４
…タイムコード表示欄、１０８、３０２…映像記録再生装置操作ボタン群、１０９…Ｉｎ
点固定用トグルボタン、１１０…Ｏｕｔ点固定用トグルボタン、１１１…インタバル固定
用トグルボタン、１１２、３０８…シャトル機能用スライダ、１１３、３０３…再生ボタ
ン、１１４、３０５…ポーズボタン、１１５、３０６…コマ送り再生ボタン、１１６、３
０７…コマ送り逆再生ボタン。
２０１…映像記録再生装置、２０２…ビデオモニタ、２０３…制御用コンピュータ、２０
４…ディスプレイ、２０５…キーボード、２０６…マウス。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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